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　１２月１１日、和保育園で恒例のおもちつきが行わ

れました。「ぺったん、ぺったん、ぺったんこ」

と歌に合わせて、ねじりはちまき姿の園児が交代

でおもちをつきました。つきあがったおもちはご

まときな粉のおもちにして、おなかいっぱい味わ

いました。

ぺったん、ぺったん
　　　おもちつき
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を 
清
 々
し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

す
が
す
が

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
四
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市

政
の 
舵 
取
り
役
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

か
じ

な
り
ま
し
た
。
そ
の
重
責
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

初
心
を
忘
れ
ず
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る

東
御
市
」
づ
く
り
に
向
け
粉
骨
砕
身
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
次
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
健
全

財
政
の
堅
持
を
旨
と
し
て
、
引
き
続
き
、
自
立

し
、
安
定
し
た
市
政
運
営
を
進
め
る
べ
く
、
市

民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を 
標 
ひ
ょ
う

 
榜 
し
、
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
頂
け
る 
故
郷 
づ

ぼ
う 

ふ
る
さ
と

東御市長
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く
り
の
た
め
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
り

　
　

「
Ｔ
」 …
互
い
に
支
え
あ
う

　
　

「
Ｏ
」 …
お
産
が
出
来
る

　
　

「
Ｍ
」 …
魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　

「
Ｉ
」 …
移
住
者
を
い
ざ
な
う

　

東
御
市
（
ま
ち
づ
く
り
）
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
は
、
市
制
六
年
目
を
迎
え
、

合
併
時
に
樹
立
し
た
市
の
柱
と
も
言
う
べ
き

「
第
一
次
東
御
市
総
合
計
画
」
の
後
期
基
本
計

画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
、
五
年
間
に 
亘 
わ
た

り
培
わ
れ
て
き
た
「
さ
わ
や
か
な
風
と
出
会
い

の
元
気
発
信
都
市
」
を
更
に
具
現
化
す
べ
く
、

直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
の
解
決
に
加
え
、
将
来

を
見
据
え
た
、
大
胆
な
施
策
の
展
開
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
民
病
院
へ
の
院
内
助
産
所
の
開
設
、

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
食
育

の
推
進
、
市
役
所
周
辺
の
公
共
施
設
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
、
財
政
基
盤
の
安
定
等
を

最
重
点
と
し
て
位
置
付
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
の 
干  
支 
は
『 
丑 
』
で
す
が
、�
牛
に
引

え 

と 

う
し

か
れ
て
善
光
寺
参
り
�
七
年
に
一
度
の
善
光
寺

御
開
帳
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
全
国
か
ら
長
野

県
を
訪
れ
る
善
男
善
女
に
、
一
人
で
も
多
く

「
東
御
市
」
を
認
知
頂
く
絶
好
の
機
会
と 
捉 
え
、

と
ら

友
好
都
市
の
大
田
区
を
は
じ
め
、
積
極
的
に
観

光
・
交
流
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
も
言
え
る

企
業
の
進
出
を
快
く
お
迎
え
す
る
準
備
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
昨
年
認
定
を
受
け
ま
し
た
ワ
イ
ン
特

区
の
メ
リ
ッ
ト
を
一
日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
る

べ
く
、
市
と
し
て
も
「
巨
峰
の
王
国
」
を
中
心

に
「
ぶ
ど
う
の
合
衆
国
」
と
し
て
の
広
が
り
を

を
描
き
つ
つ
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
が
ら
に
対
し
て
は
牛
歩
の 
如 
く
、

ご
と

そ
し
て
「
牛
の
歩
み
も
千
里
」
の
格
言
の
と
お

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
常
に
努
力

を
怠
ら
ず
成
果
を
挙
げ
る
一
年
に
す
る
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
活
力
に 
溢 
れ
、
市

あ
ふ

民
の
皆
様
の
笑
顔
が
輝
き
明
る
く
幸
せ
な
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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明るい未来を築く

ふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるささささささささささとととととととととと東東東東東東東東東東御御御御御御御御御御応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄附附附附附附附附附附金金金金金金金金金金ふるさと東御応援寄附金
　

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」と
い
う
皆
様
の
あ
た
た
か
い

 
想 
い
を
、『
ふ
る
さ
と
東
御
応
援
寄
附
金
』
を
通
じ
て
、
市
の
施
策

お
もに

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
に
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
、
安
心
・
安
全
、
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
東
御
市
」
の
た
め
に
、
大
勢
の
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 ～市民が安心して
　  　　暮らすために～
　市内において出産から子育て

まで、安心して医療機関の診療

を受けられるような体制づくり

に取り組むため、市民病院へ院

内助産所（バースセンター）を

開設し、地域医療の向上を図り

ます。

寄附金税額控除の計算例
給与収入７００万円で夫婦子２人の場合

寄附金４万円（所得税の税率１０％ 住民税所得割額２９万３,５００円）

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
は
平
成

　

年
4
月
の
地
方
税
法
改
正
に
よ

２０り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
出
身
地
や
応
援

し
た
い
市
町
村
な
ど
（
い
わ
ゆ
る

〝
ふ
る
さ
と
〞 ）
へ
寄
附
を
し
た
場

合
、
5
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

個
人
住
民
税
（
道
府
県
税
分
を
含

む
。）の
１
割
を
上
限
に
税
が
減
額

さ
れ
、
結
果
的
に
〝
ふ
る
さ
と
〞

へ
納
税
し
た
こ
と
に
な
る
制
度
で

す
。

（
法
人
の
場
合
は
寄
附
金
相
当
額

が
損
金
扱
い
と
な
り
ま
す
。）

※
税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
た
め

に
は
、
確
定
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

●寄附金税額控除についての問い合わせ先　税務課住民税係　�64－5877
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●ご寄附いただく方法
①寄附申込用紙（東御市ホームページから
ダウンロードまたは、下記寄附金受付担
当係にご請求ください。）に記入いただき、
東御市役所へＦＡＸまたは郵送してくだ
さい。
②東御市役所から納付書を送付します。
③送付された納付書に記載されている金融
機関にてお振り込みください。
④応援寄附金の受領を証明する書類を送付
します。　

　環境にやさし

いまちづくり、

便利で安全な住

みよいまちづく

りを進めます。

　訪れる人も楽

しめる美しいま

ちづくりを通じ

た観光を軸とし

て、地域産業の

振興に取り組み

ます。

　だれもが安心

して輝いて生き

ていくことがで

きる福祉のまち

づくりに努めま

す。

　まちぐるみの

ひとづくりを進

め、地域の歴史

や文化の保全と

継承、地域資源

の活用による文

化芸術活動など

文化をはぐくむ

まちづくりに取

り組みます。

　住みよいまち

づくりを実現す

るため、だれも

が個人の尊厳を

守り、地域社会

に参画できるよ

う活動を支援し

ます。

　市長におまか

せいただき、各

施策に配分させ

ていただきます。

さわやかさを暮らしに結ぶまち 活力を産業に結ぶまち

健やかさ・安心を結ぶまち 未来を担う人を結ぶまち

支えあい夢を結ぶまち 市長におまかせ

●寄附金受付担当　総務課財政係　�64－5805　FAX63－5431

●問い合わせ先　企画課企画調整係　�64－5893

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長にににににににににににににににににににににににににににににににに市長に
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおままままままままままままままままままままままままままままままままかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ　おまかせ
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月　

日
に
開
か
れ
た
市
議
会

１１

２６

第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
、

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

各
常
任
委
員
会
委
員
等
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
も
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。　
　

（
敬
称
略
）

総
務
文
教
委
員
会

　

委

員

長　

石
和　
　

大

　

副
委
員
長　

小
山　

義
明

　

委　
　

員

　
　

依
田　

俊
良　

青
木　

周
次

　
　

堀　
　

高
明　

三
縄　

雅
枝

社
会
福
祉
委
員
会

　

委

員

長　

舩
田
貴
久
夫

　

副
委
員
長　

�
澤　

旨
賢

　

委　
　

員

　
　

土
屋　

伸
吉　

若
林　

幹
雄

　
　

阿
部
貴
代
枝　

山
�
美
喜
子

産
業
建
設
委
員
会

　

委

員

長　

長
越　

修
一

　

副
委
員
長　

清
水　

新
一　

　

委　
　

員

　
　

蓮
見　

喜
昭　

櫻
井　

寿
彦

　
　

井
出　

進
一　

依
田　

政
雄

議
会
運
営
委
員
会

　

委

員

長　

青
木　

周
次

　

副
委
員
長　

依
田　

俊
良

　

委　
　

員

　
　

土
屋　

伸
吉　

石
和　
　

大

　
　

堀　
　

高
明　

山
�
美
喜
子

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

委

員

長　

清
水　

新
一

　

副
委
員
長　

依
田　

俊
良

　

委　

員

　
　

蓮
見　

喜
昭　

土
屋　

伸
吉

　
　

若
林　

幹
雄　

阿
部
貴
代
枝

　
　

石
和　
　

大　

三
縄　

雅
枝

　
　

町
田　

千
秋

監
査
委
員　

櫻
井　

寿
彦

市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会市議会
第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回第２回 臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時会会会会会会会会会会臨時会

　議長に

町田　千秋さん
　副議長に

三縄　雅枝さん

副
議
長

三縄　雅枝

議　

長

町田　千秋

   
市
議
会
第
４
回
定
例
会 

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初
のののののののののののののののののののののののののののののののの
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

   
市
議
選
後
初
の
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う

１４

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て

と
な
る
市
議
会
第
４
回
定
例
会
が

　

月
９
日
か
ら　

日
ま
で
開
か
れ

１２

２５

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
平
成　

年
度
一

２０

般
会
計
、介
護
保
険
特
別
会
計
、水

道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
案
の
ほ
か
、
新
設
条

例
案
２
件
、
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
３
件
、
市
が
設
置
し
た
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

２７

　
　

日
、　

日
に
一
般
質
問
が
行

１５

１６

わ
れ
、　

人
の
議
員
が
市
政
に
つ

１４

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
文
教
、
社
会
福
祉
、

産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
が
慎

重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
２
月
発
行
の
市
議

会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長
招招招招招招招招招招
集集集集集集集集集集
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
ささささささささささ
つつつつつつつつつつ

  
市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

　

本
市
の
来
年
度
予
算
の
編
成
も

既
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

私
が
直
接
関
わ
る
初
の
通
年
予

算
編
成
、
併
せ
て
市
の
後
期
基
本

計
画
の
初
年
度
と
し
て
の
平
成　
２１

年
度
予
算
編
成
を
行
う
に
あ
た
り
、

健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本
に
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
よ
う
行
財
政
の
簡
素
・
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、
一
層
の
経
費
の

節
減
・
合
理
化
と
財
源
の
重
点
的

配
分
に
徹
し
、
市
の
間
断
な
き
発

展
を
期
し
た
予
算
編
成
に
な
る
よ

う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、「
東
御
市
行
政
改
革

大
綱
」「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」や「
定

員
適
正
化
計
画
」
の
取
り
組
み
を

強
力
に
推
進
し
て
歳
出
の
削
減
と

財
源
の
確
保
を
図
り
、
新
年
度
の

重
点
施
策
に
傾
注
さ
せ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
補
助
金
の
見
直
し
や

受
益
者
負
担
の
見
直
し
に
も
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲９日に開会した定例会

▲１５日に行われた一般質問
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とうみ

特産物の果実で新たな地域活性化を

東御市がワイン特区に認定
　東御市が国に申請をしていた「ワイン特区」について、１１月１１日付けで

内閣総理大臣から認定されました。

名称「Sunライズ  ワイン・リキュール特区」
 
ワ
イ
ン
特
区
と
は

　

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
以
下
、

「
特
区
」）
に
設
け
ら
れ
た
、「
酒

税
法
の
特
例
」
に
よ
り
、「
特
区
」

内
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の

長
に
よ
り
地
域
の
特
産
物
と
し
て

※

指
定
さ
れ
た
果
実
で
、
当
該
「
特

区
」
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
原

料
と
し
て
果
実
酒
を
製
造
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
製
造
免
許
の

要
件
の
う
ち
、
酒
税
法
で
、
最
低

製
造
数
量
が
年
間
６
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特

区
認
定
に
よ
り
果
実
酒
は
２
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
、
リ
キ
ュ
ー
ル
は
１
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
指
定
果
実
と
は
･
･
･

《
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
か
り
ん
》
で
す
。

　

な
お
、
果
実
酒
ま
た
は
リ
キ
ュ

ー
ル
の
製
造
免
許
を
受
け
た
者
は
、

酒
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
酒
税

額
等
の
申
告
、
納
税
及
び
酒
類
の

製
造
、
移
出
等
に
関
す
る
記
帳
等

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
酒
類
製
造
免
許
の
概
要
―

　

酒
類
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
酒
税
法
に
基
づ
き
、
製

造
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
品
目
別

に
、
製
造
場
ご
と
に
、
そ
の
製
造

場
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長

（
上
田
税
務
署
長
）
か
ら
製
造
免

許
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

酒
類
製
造
免
許
申
請
書
及
び
所

定
の
添
付
書
類
の
提
出
先
は
、
製

造
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
製
造

場
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
（
上

田
税
務
署
）
で
す
が
、
個
別
・
具

体
的
な
相
談
が
あ
る
場
合
に
は
、

所
在
地
の
所
轄
税
務
署
を
担
当
す

る
酒
類
指
導
官
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
事
業
内
容
に
関
す
る
こ
と

　

農
政
課
農
政
係
�　

－

５
８
９
４

６４

・
特
区
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

　

東
御
市
が
発
注
す
る
工
事
の
請

負
、
物
品
の
買
い
入
れ
等
に
つ
い

て
、
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入

札
及
び
随
意
契
約
（
見
積
り
）
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
市
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
と

お
り
入
札
等
参
加
資
格
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

平
成　

年　

月　

日
〜

２０

１２

１５

　
　
　
　

平
成　

年
1
月　

日

２１

２６

　

（
但
し
、
土
、
日
、
祝
日
及
び

　

平
成　

年　

月　

日
〜

２０

１２

２７

　

平
成　

年
１
月
4
日
を
除
く
）

２１

受
付
時
間

　

平
日：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

（
但
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
を

除
く
）

入
札
資
格
有
効
期
間　
　

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

２１

　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

申
請
の
要
領
と
申
請
書

　

要
領
と
申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
総
務
課

財
政
係
に
お
い
て
配
布
い
た
し
ま

す
。

　

注
意

　

期
間
内
に
申
請
し
な
い
方
及

び
参
加
資
格
の
な
い
方
は
、
平

成　

・　

年
度
の
工
事
、
各
種

２１

２２

業
務
の
委
託
、
物
品
の
納
入
等

の
受
注
に
つ
い
て
市
と
取
引
が

で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
財
政
係 

　

�　

－

５
８
０
５

６４

 
平
成　

・　

年
度

２１

２２

  
東
御
市
建
設
工
事
･
委
託
・
物
品
等
の

  
入
札
（
見
積
り
）
参
加
資
格
申
請
の

  
手
続
き
に
つ
い
て

▲認定書を手にする花岡市長
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新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型
イイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフ
ルルルルルルルルルル
エエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンン
ザザザザザザザザザザ
のののののののののの
発発発発発発発発発発
生生生生生生生生生生
にににににににににに
備備備備備備備備備備
ええええええええええ
まままままままままま
しししししししししし
ょょょょょょょょょょ
うううううううううう

  
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
ま
し
ょ
う

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
、
鳥
な
ど

か
ら
人
に
感
染
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
、
人
か
ら
人
に
感
染
し
や
す
い

よ
う
に
変
異
し
た
新
し
い
型
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

人
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を

持
っ
て
い
な
い
た
め
、
短
期
間
で
世
界
的

に
大
流
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
今

か
ら
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

 
実
際
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 
が
発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
？

　

４
人
に
１
人
が
感
染
し
、
普
通
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
比
べ
て
重
症
化
し
た
り
、

死
亡
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、

流
行
は
８
週

間
程
度
続
く

と
思
わ
れ
ま

す
。

　

学
校
や
保

育
所
等
は
、

感
染
予
防
の

た
め
臨
時
休

校
と
な
り
ま

す
。

　

職
場
で
は
、

従
業
員
や
そ
の
家
族
の
感
染
な
ど
に
よ
り

最
大
４
割
程
度
が
出
勤
で
き
な
く
な
り
、

物
流
の
停
滞
に
よ
る
食
料
品
や
生
活
関
連

物
資
の
不
足
が
予
想
さ
れ
、
経
済
活
動
の

大
幅
な
縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

 
想
定
さ
れ
る
感
染
経
路

飛
ま
つ
感
染

　

感
染
者
の

せ
き
や
く
し

ゃ
み
の
中
に

含
ま
れ
る
ウ

イ
ル
ス
を
吸

い
込
む
こ
と

で
感
染

接
触
感
染

　

ド
ア
ノ
ブ

や
手
す
り
な

ど
を
介
し
て

ウ
イ
ル
ス
の

つ
い
た
手
で

目
・
鼻
・
口

に
触
れ
る
こ

と
で
感
染

※
こ
の
他
に
、
医
療
現
場
や
密
閉
空
間
な

ど
の
極
め
て
限
定
し
た
場
で
は
「
空
気
感

染
」
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

 　

か
か
ら
な
い
た
め
に
は
？

　
　
　
　
　
　
　

（
予
防
方
法
）

　

ま
ず
は
、
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

風
邪
な
ど
の
予
防
方
法
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
飛
ま
つ
を
吸
い
込

ん
だ
り
、
ウ

イ
ル
ス
の
付

い

た

手

が

鼻
・
口
に
触

れ
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。

　

周
囲
の
人

に
う
つ
さ
な

い
た
め
に
も
重
要
で
す
。

こ
ま
め
に
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

石
け
ん
を

よ
く
泡
立
て

て
、
手
首
、

手
の
ひ
ら
、

手
の
甲
、
指

の
間
、
爪
の

間
ま
で
念
入

り
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。

不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
人
と
人
と
が

接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
が
拡
大
し
ま

す
。
人
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
、
不
要

不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

 
個
人
や
家
庭
で
今
か
ら

 　
　

準
備
で
き
る
こ
と
は
？

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
不
要
不
急
の

外
出
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
発
生
前
の
今
か
ら
、

流
行
の
ピ
ー
ク
時
に
外
出
し
な
く
て
も
よ

い
だ
け
の
最
低
限
（
２
週
間
程
度
）
の
食

料
品
・
日
用
品
等
の
備
蓄
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど
の

感
染
予
防
策
を
身
に
つ
け
、
ま
ず
は
通
常

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
や
職
場
で
大
流
行
に
な
っ

た
と
き
の
対
応
を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

  
ど
ん
な
マ
ス
ク
を

  　
　
　

使
え
ば
い
い
の
？

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
に
一
般

的
に
使
う
も
の
と
し
て
、「
不
織
布
（
ふ

し
ょ
く
ふ
）
製
マ
ス
ク
」
が
推
奨
さ
れ
ま

す
。
主
に
「
プ
リ
ー
ツ
型
」
と
「
立
体
型
」

が
あ
り
、
薬
局
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

県　内　の　被　害　予　想

30万人～44万人受診者数

８千人～３万７千人入院者数

２千人～１万２千人死 者 数

※流行期間約８週間を想定
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とうみ

ア
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

症
状
の
あ
る
人
が
使
用
す
る
場
合

　

症
状
の
あ
る
人
の
せ
き
・
く
し
ゃ
み
か

ら
出
る
飛
ま
つ
に
よ
り
周
り
の
人
に
感
染

が
拡
大
す
る
の
で
、
飛
散
を
防
ぐ
た
め
に
、

着
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

健
康
な
人
が
使
用
す
る
場
合

　

ド
ア
ノ
ブ
、
手
す
り
等
に
付
着
し
た
ウ

イ
ル
ス
が
手
を
介
し
て
口
・
鼻
に
触
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

環
境
中
に
飛
散
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
マ

ス
ク
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
あ
る
程
度
捕
そ
く

さ
れ
ま
す
。

　

流
行
期
間
８
週
間
を
想
定
し
た
備
え
と

し
て
、
１
人
あ
た
り
合
計　

〜　

枚
程
度

２０

２５

（
発
症
時
用
に
７
〜　

枚
、
健
康
時
の
外

１０

出
用
に　

枚
）
備
蓄
し
て
お
く
と
よ
い
で

１６

し
ょ
う
。

 
も
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

国
・
県
・
市
の
提
供
す
る
確
実
な
情
報

等
を
も
と
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
慎
重
に
行

動
し
、
外
出
を
控
え
る
な
ど
自
ら
で
き
る

感
染
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

�
感
染
予
防
方
法
（
手
洗
い
、
う
が
い
な

ど
）
を
普
段
以
上
に
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

�
人
と
人
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
た
め
、
極
力
外
出
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

� 「
感
染
し
た
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
…

　

事
前
連
絡
な
く
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
、
待
合
室
で
感
染
を
拡
げ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
保
健
所
が
発

生
時
に
新
た
に
開
設
す
る「
受
診
案
内
・
発

熱
電
話
相
談
」
へ
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
国
・
県
・
市
の
対
策
は

 
進
ん
で
い
る
の
？

　

国
で
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
行
動
計
画
」（
平
成　

年　

月
）
及
び

１７

１１

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」「（
平
成　

年
３
月
）
を
策
定
し
、

１９

対
策
全
般
の
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、
検

疫
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
研
究
開
発
等
の
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
薬
の
備
蓄
を
行
う
と
と
も
に
「
長
野
県

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画

（
１
次
改
訂
版
）」（
平
成　

年
５
月
）
を

２０

作
成
し
、
市
町
村
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
全
県
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
、　

月
に
は
対
策
の
実
効
性
を

１０

高
め
る
た
め
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課
保
健
係　

�　

－

８
８
８
２

６４

★食料品
　�米

　�乾麺類

　�切りもち

　�コーンフレーク

　�乾パン

　�各種調味料

　�レトルト・フリーズドライ

　�冷凍食品

　�インスタントラーメン

　�缶詰

　�菓子類

　�ミネラルウォーター

　�ペットボトルや缶入り飲料

★通常の災害時のための物品
（あると便利なもの）

　�懐中電灯　　�乾電池

　�携帯電話充電キット

　�ラジオ・携帯テレビ

　�カセットコンロ　�ガスボンベ

　�トイレットペーパー

　�ティッシュペーパー

　�キッチン用ラップ

　�アルミホイル

　�洗剤（衣類・食器等）

　�石けん

　�シャンプー・リンス

　�保湿ティッシュ　�生理用品

　�ビニール袋

★日用品・医薬品
　�常備薬（医薬、痛み止め等）

　�ばんそうこう

　�ガーゼ・コットン

　�解熱鎮痛剤

　　（アセトアミノフェン等）

※購入時に医師、薬剤師に相談を

★対インフルエンザ対策
　�マスク　　　�ゴム手袋

　�水枕・氷枕

　�漂白剤（次亜塩素酸）

　�消毒用アルコール

 家庭での備蓄品の例（２週間程度の準備を）

「プリーツ型」

「立体型」
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◆ 

短
歌
の
部　
選
者　

小
山　

豊
・
中
島
雅
子
・
宮
澤　

渉

　
　

● 

市
長
賞

　
　
　
 

裁
縫
を
好
み
し
母
の
形
見
な
る
裁
ち
鋏
の
ね
ぢ
締
め
て
布
裁
つ　
　
　
　

山
本　

徳
子

　
　

● 

教
育
委
員
会
賞

　
　
　
 

別
棟
に
住
む
子
の
帰
り
を
夫
と
二
人
車
の
音
に
毎
夜
確
か
む　
　
　
　
　

山
浦　

安
子

　
　

● 

公
民
館
長
賞

　
　
　
 

定
ま
り
し
速
度
の
風
を
起
て
な
が
ら
夕
日
を
曳
き
て
電
車
過
ぎ
ゆ
く　
　

小
宮
山
若
葉

　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
　
 

葱
刻
む
音
の
確
か
さ
平
凡
を
紡
ぐ
一
日
の
始
ま
り
と
し
て　
　
　
　
　
　

小
宮
山
若
葉

第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５
回回回回回回回回回回

　

第
５
回  

東東東東東東東東東東
御御御御御御御御御御
市市市市市市市市市市
短短短短短短短短短短
詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩
型型型型型型型型型型
文文文文文文文文文文
学学学学学学学学学学
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭  
受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品
のののののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介

受
賞
作
品
の
紹
介

　

　
　

月　

日
、
第
５
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
が
中
央
公
民
館
で
開

１１

２２

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
作
品
の
総
数
は
一
般
か
ら
小
学
生
ま
で
１
３
５
７
点

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
投
稿
者
や
選
者
な
ど
約　

人
が
集
ま
り
、
表
彰
な
ど
が

６０

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
部
門
ご
と
に
研
究
会
を
も
ち
、
選
者
の
指
導

や
作
品
の
鑑
賞
に
浸
り
ま
し
た
。

　

各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年
もももももももももも
多多多多多多多多多多
数数数数数数数数数数
のののののののののの
応応応応応応応応応応
募募募募募募募募募募
がががががががががが

 
今
年
も
多
数
の
応
募
が

▲各部門で市長賞を受賞された皆さんの表彰

▲各部門ごとに選者を囲んでの研究会
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とうみ

◆ 

俳
句
の
部　
選
者  
上
澤
樹
實
人
・
国
見
敏
子
・
瀧
澤
宏
司

　
　

● 

市
長
賞

　
　
　
 

学
校
を
囲
む
木
の
数
蝉
の
か
ず　
　
　
　

三
浦　

雅
子

　
　

● 

教
育
委
員
会
賞

　
　
　
 

風
鈴
や
嵩
な
き
母
を
踏
み
さ
う
に　
　
　

清
水　

恵
子

　
　

● 

公
民
館
長
賞

　
　
　
 

建
前
や
こ
ぞ
り
て
立
て
る
松
の
蕊　
　
　

冨
岡　

博
見

　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
　
 

春
惜
し
む
子
に
お
む
す
び
を
持
た
せ
た
り　

白
井　

信
子

◆ 

川
柳
の
部　
選
者　

青
木
城
風

　
　

● 

市
長
賞

　
　
　
 

ぬ
か
漬
け
の
茄
子
紺
今
日
を
弾
ま
せ
る　

竹
内　

初
江

　
　

● 

教
育
委
員
会
賞

　
　
　
 

暖
簾
分
け
宇
宙
き
ぼ
う
の
店
開
き　
　
　

山
浦　

湧
泉

　
　

● 

公
民
館
長
賞

　
　
　
 

微
笑
み
が
頑
固
な
し
こ
り
解
き
ほ
ぐ
す　

手
塚　

利
勝

　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
　
 

拘
り
を
捨
て
て
明
る
く
輪
に
な
ご
む　
　

宮
下　

道
順

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�

　�　　　�　　　�　　　�　　　�　　　�　　　�　　　�

◆ 

現
代
詩
の
部　
選
者　

宮
沢　

肇
（
現
代
詩
は
市
長
賞
作
品
の
み
掲
載
）

　

● 

市
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

公
民
館
長
賞　
　
　
　
　

　
　
 
「
夏
が
ゆ
く
」　
　

宮
坂　

春
代　
　
　
　
　
   

「
早
乙
女
」　
　
　
　

山
浦　

道
幸

　

● 

教
育
委
員
会
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
 
「
ロ
ー
タ
リ
ー
」　

栗
原　

陽
子　
　
 　
　
　
  

「
孝
女
白
菊
」　
　
　

鳴
沢
サ
ト
子

　

夏
が
ゆ
く

　

宮
坂　

春
代　

「
じ
い
さ
ま　

ば
あ
さ
ま　

こ
の
け
む
り
ぃ
の
っ
て

お
い
や
れ
ー　

お
い
や
れ
ー
」

夫
の
抑
揚
の
な
い
節
回
し
は
い
つ
も
の
通
り
だ

パ
チ
パ
チ
と 
芋  
殻 
の
爆
ぜ
る
音
と

お 

が
ら

そ
こ
か
ら
濛
々
と
湧
く
け
む
り

う
っ
す
ら
と
夜
の
帳
が
お
り
は
じ
め
た
あ
た
り
に

洗
わ
れ
た
よ
う
な
静
謐
が
漂
っ
て
い
る
の
は

つ
い
さ
っ
き
緑
を
濃
く
し
た

白
雨
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う

け
む
り
は
大
き
く
西
へ
の
逸
れ

地
上
の
気
配
を
包
み
込
む
よ
う
に
沖
天
へ

私
は
そ
の
け
む
り
の
上
を
駈
け
降
り
て
く
る

父
の
姿
を
思
い　

フ
ッ
と
笑
っ
た

大
事
に
し
て
い
た
石
楠
花
や
五
葉
松
の
鉢
植
え
を

真
っ
先
に
見
る
に
違
い
な
い

真
弓
の
剪
定
は
気
に
入
る
だ
ろ
う
か

庭
の
片
隅
の
小
さ
な
野
菜
畑
が

今
年
も
蘇
ら
な
い
の
に
苦
笑
い
を
す
る
だ
ろ
う
な

「
お
し
ょ
ろ
う
さ
ま　

お
し
ょ
ろ
う
さ
ま　

こ
の
け

む
り
ぃ
の
っ
て　

お
い
や
れ
ー　

お
い
や
れ
ー
」

夫
の
声
は
蕭
々
と
続
く
…

 
現
世 
と
よ
み
ぢ
を
繋
ぐ
か
細
い
け
む
り

う
つ
し
よ

今
日
は
こ
の
一
筋
が
堪
ら
な
く
頼
も
し
い

幾
重
に
も
思
い
を
押
し
込
め
た
扉
の

そ
の
扉
の
鍵
を
開
け
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
…

私
の
頭
の
中
で
は
糸
車
が
勢
い
づ
き

思
い
出
を
手
繰
り
は
じ
め
た

立
ち
上
が
り
苔
む
し
た
石
垣
に
背
を
あ
ず
け
る
と

そ
の
ひ
ん
や
り
し
た
感
触
に

あ
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
…

い
つ
か
の
石
積
み
の
と
き
の

額
に
光
る
ト
パ
ー
ズ
色
の
滴
り
ま
で
も
が

還
っ
て
く
る
…

薄
闇
に
浮
か
ぶ
白
萩
が

微
か
な
涼
気
に
季
節
を
こ
ぼ
し
は
じ
め
た
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　上田地区納税貯蓄組合連合会では、租税教育推進事業の一環として「第42回中学生の税についての作文」

を募集しました。９校から５０６点の応募があり、市内からは１人の作文が入選しました。

　また、上田税務署と上小・更埴租税教育推進協議会において募集した「税に関する中学生の標語」には21

校から2,667点の応募があり、市内からは10人の標語が入選しました。

　入選された皆さんの作品を紹介します。　（敬称略）

　

日
本
国
憲
法
の
第
三
十
条
に
「
国
民
は
、
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納
税
の
義
務
を
負
ふ
。」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
納
税
の
義
務
」
と
い
い
、「
勤
労
の
義
務
」、「
教

育
の
義
務
」
と
並
ん
で
国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
達
の
生
活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い『
税
金
』。

身
近
で
あ
っ
て
も
、
実
は
知
ら
な
い
事
が
沢
山
あ
る
と
い

う
事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

税
金
は
、
私
達
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
時
、
病
院
に
行
く

と
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
金
額
の
一
部
に
は
税
金

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
は
公
立
の
小
中
学
校
の
教
科

書
や
、
災
害
の
時
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

ら
へ
ん
ま
で
は
、
私
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
他
に

も
使
わ
れ
て
い
る
場
所
が
無
い
か
調
べ
て
み
る
と
本
当
に

沢
山
の
場
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
新
し
い
研
究
や
開
発
に
も
税
金
は
使
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
宇
宙
開
発
や
科
学
技
術
の
研
究
等
、
私

達
の
未
来
の
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、
税
金
の
あ
り
が
た
さ
が

改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
さ
っ
き
も
出
ま
し
た
が
、
学
校

に
は
税
金
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
が
毎
日
安
心
し

て
楽
し
く
授
業
を
受
け
ら
れ
る
の
も
税
金
の
お
か
げ
で
す
。

も
し
、
税
金
が
無
か
っ
た
ら
教
科
書
も
自
分
の
家
の
お
金

で
買
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
金
を

沢
山
持
っ
て
い
る
人
だ
け
が
授
業
を
受
け
ら
れ
て
、
他
の

人
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
本
当

に
不
平
等
な
事
で
す
。
な
の
で
、
私
が
毎
日
勉
強
で
き
る

事
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
も
税
金
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

美
術
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
作
品
を
作
れ
る
事
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
部
活
を
す
る
時
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

感
謝
す
る
と
い
う
事
は
、
た
だ
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
授
業
を
毎
時
間
し
っ
か
り
受
け
た
り
し
て
、
行
動

で
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教
科
書
も
税
金
の
お

か
げ
で
も
ら
え
て
い
る
の
で
、
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
税
金
。
難
し
い
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
実
は
私
達
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
大
人
に
な
っ
た
ら
税
金
を
き
ち
ん
と
払
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
は
、
国
民
の
義
務
と
し
て
で
は
な

く
、
勉
強
を
さ
せ
て
く
れ
た
お
礼
と
し
て
払
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
皆
も
、
税
金
に
つ
い
て
知
れ
ば
、
自
然
と
税
金

を
払
お
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
税
金
に
つ
い
て
調
べ
、
税
金
と
い
う
存
在
の

大
き
さ
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
度
は
、
私
が
こ
の
、

税
金
に
つ
い
て
沢
山
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
のののののののののの
気気気気気気気気気気
持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちち
をををををををををを
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれ
ずずずずずずずずずず
にににににににににに

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

北
御
牧
中
学
校
３
年　
 
赤 　
 
尾 　
 
玲 　
 
香 　

あ
か 

お 

れ
い 

か

  
上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
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上
田
税
務
署
長
賞

  
税
金
に

　
　

願
い
を
込
め
る

　
　
　
　
　
　
　

納
税
者

東
部
中
学
校
３
年　
 
石  
川 　
 
絢 
香
   
　

い
し 
か
わ 

あ
や 

か

  
税
金
は

　
　

未
来
を
つ
な
ぐ

　
　
　

や
さ
し
い
タ
ス
キ

北
御
牧
中
学
校
１
年　
 
佐  
藤 　
 
美 
里
   
　

さ 

と
う 

み 

さ
と

  
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

  
税
を
知
り

　
　

未
来
を
つ
く
る

　
　
　
　
　

こ
ど
も
た
ち

東
部
中
学
校
３
年　
 
小  
池 　
　

綾
   
　

こ 

い
け 

あ
や

  
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
　
　

未
来
の
笑
顔
を

　
　
　
　
　
　
　

税
金
で

北
御
牧
中
学
校
３
年　
 
齋  
藤 　
　

葵

さ
い 
と
う

   
　
あ
お
い

  
関
東
信
越
税
理
士
会
上
田
支
部
長
賞

  
税
金
は

　
　

み
ん
な
と
社
会
を

　
　
　
　
　
　

つ
な
ぐ
橋

北
御
牧
中
学
校
３
年　
 
荻  
原 　
 
優 
花
   
　

お
ぎ 
は
ら 

ゆ 

か

  
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

  
税
金
を

　
　

納
め
て
作
る

　
　
　
　
　
　

良
い
未
来

東
部
中
学
校
１
年　
 
両  
角 

も
ろ 
ず
み 
翔 
し
ょ
う 
太 
郎
   
　

た 

ろ
う

  
税
金
で

　
　

支
え
て
い
こ
う

　
　
　
　
　
　
　

人
と
街

北
御
牧
中
学
校
１
年　
 
都  
竹 　
つ 

た
け

 
亮 
介

り
ょ
う   
　
す
け

  
東
御
市
長
賞

  
納
税
で

　
　

笑
顔
の
多
い

　
　
　
　
　
　

街
づ
く
り

東
部
中
学
校
３
年　
 
丸  
山  
芙  
美 
香
   
　

ま
る 
や
ま 

ふ 

み 

か

  
納
税
で

　
　

住
み
良
い
暮
し

　
　
　
　
　
　

作
ろ
う
よ

北
御
牧
中
学
校
１
年　
 
寺  
島 　
 
英 
亜
   
　

て
ら 
し
ま 

は
な 

え

  
社
団
法
人
上
田
法
人
会
長
賞

  
未
来
へ
の

　
　

願
い
を
こ
め
て

　
　
　
　
　
　
　

税
金
を

東
部
中
学
校
１
年　
 
松  
沢 　
 
美 
幸
   
　

ま
つ 
ざ
わ 

み 

ゆ
き

【
標
語
】

  
平
成　

年
度
に
採
用
す
る

２１

　
　

市
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

１
、
採
用
職
種
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

２
、
申
し
込
み
方
法

①
提
出
書
類

　

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
市

役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

　

・
写
真
、
卒
業
証
明
書
又
は
卒

業
見
込
証
明
書
、
最
終
学
校

の
成
績
証
明
書

②
申
込
用
紙
の
請
求

　
　

申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
務

課
に
直
接
請
求
す
る
か
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　

郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
返
送
用
と
し
て

長
形
３
号
の
封
筒
に　

円
切
手

８０

を
は
り
、
返
信
先
及
び
郵
便
番

号
を
記
載
し
た
も
の
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

３
、
受
付
期
間

　
　

平
成　

年
１
月
５
日（
月
）か

２１

ら
１
月　

日（
月
）ま
で
（
土
曜

１９

日
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分

３０

３０

ま
で
で
す
。（
郵
送
の
場
合
、

締
切
日
消
印
有
効
）

４
、
試
験
の
日
時
、
場
所
（
予
定
）

①
筆
記
試
験
（
教
養
・
専
門
）

・
試
験
日

　
　

平
成　

年
２
月
１
日 （
日
）

２１

　
　

午
前
９
時
か
ら

・
場　

所　

東
御
市
役
所

②
面
接
試
験

・
試
験
日　

平
成　

年
２
月
中
旬

２１

　

（
日
程
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
）

・
場　

所　

東
御
市
役
所

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
申
込
用
紙
と
合
わ
せ
て
お
渡

し
す
る
応
募
要
領
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係
�　

－

５
８
７
６

６４

採
用
職
種

上
級　

行
政

　
　
　

建
築

上
級　
　
　

　
　
　

土
木

採
用
予
定
人
員

若

干

名

若

干

名

受　
　

験　
　

資　
　

格

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５４

４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５４

４
年
制
大
学
建
築
学
科
又
は
土
木
学
科

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
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誕生日おめでとう！（ 1 月生まれ）

 中  田 　 果 歩   ちゃん （田中）
なか た か ほ

（１歳、H２０．１．１７生）

　果歩、１歳のお誕生日おめでとう！

　かわいい笑顔でいやしてくれる果歩。

これからもたくさん食べて、笑って、元

気に大きくなっていこう�

 須  貝 　羚央
す がい

    くん（東町）
り ょ う

（１歳、H２０．１．２３生）

　りょうくん１歳おめでとう。

　元気いっぱい動きまわる姿がたのもし

いけどケガしないか心配します。

　これからも楽しく毎日を過ごそうね。

 花  岡 　 美 羽   ちゃん（リードリーくらかけ）
はな おか み う

 （１歳、H２０．１．２９生）

　美羽、お誕生日おめでとう�

　あっという間の１年だったけどパパと

ママはたくさんの笑顔と幸せをもらっ

たョ�これからもかわいい笑顔を見せて

元気に育ってネ�

 市  村 　 奏 也   くん（新屋）
いち むら かな や

 （２歳、H１９．１．５生）

　奏也�２歳のお誕生日おめでとう！

　たくさんのことができるようになって、

イタズラもエスカレートしてきたね。

　これからもいっぱい遊んで元気に大き

くなってね�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 遥 香   ちゃん（西海野）
はる か

 （２歳、H１９．１．１６生）

　お誕生日おめでとう�

　はるちゃんが生まれてきてくれて本当

に良かった�

　存在すべてが宝物です。大好きだよ。

 向  井 みなみちゃん （加沢）
むか い

（１歳、H２０．１．９生）

　お誕生日おめでとう。

　声が大きくてやんちゃなみなみ。いっ

ぱい食べて大きくなろうね。

 岡  松 　 優 海   ちゃん（加沢）
おか まつ ゆう み

（１歳、H２０．１．２０生）

　優海、１歳の誕生日おめでとう�

　お姉ちゃん大好きなゆうちゃん！これ

からもいっぱい笑って元気にすくすく

育ってね�

 小  川 　 響 暉   くん（県）
お がわ ひび き

 （１歳、H２０．１．２７生）

　ひーたん１歳のお誕生日おめでとう�

　ひーたんがいてくれるだけで毎日にぎ

やかで楽しいよ。どんな男の子に成長す

るか楽しみだな！

 中  山 　 新 太   くん（光ヶ丘）
なか やま あら た

 （２歳、H１９．１．４生）

　新太くん２歳おめでとう�

　表情豊かに、おしゃべりもとても上手

になってうれしいです。お姉ちゃんと仲

良く元気に大きくなってネ♪

 松 
まつ

 林 
ばやし

　 祐 来   くん（本海野）
たす く

 （２歳、H１９．１．６生）

　食べるの大好き！プール大好き！イタ

ズラ大好き！たすくクン。

★お誕生日おめでとう★

　今のまんま、よく笑って食べて遊んで、

大きく大きくなってね�

 小  笠  原  彩 羽   ちゃん（東上田）
お がさ わら あや は

 （３歳、H１８．１．３生）

　すっかりチビママになって弟に離乳食

をあげたりと、ありがとうね。

　春から更にのびのび～っと育ってね�

 池  内 　
いけ うち

 琉 太
りゅう

   くん （大石）
た

（１歳、H２０．１．４生）

　琉太１歳のお誕生日おめでとう�

　琉太の笑顔でパパもママもいつもいや

されて、そしてパワーももらっているよ

�元気にスクスク大きくなあれ�
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とうみ

☆募集します!!☆　（対象者２月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、１月１３日 （火） 必着。

 清  水 　 愛 海   ちゃん（田中）
し みず あ み

（３歳、H１８．１．２６生）

　あみちゃん、３歳おめでとう。

　これからも、元気でやさしい女の子で

いてね�

つまみふる。
③形を損なわない程度にすりこぎでた
たき、味がしみやすくし、４㎝ の長
さに切る。
④白ごまは煎り、８分ずりにしてＡの
調味料と合わせ、だし汁でのばす。
ごぼうの
水気をふ
きとって
からあえ
る。

ごぼうとごまの香りが口の中に広がります

たたきごぼう
�材料（６人分）
ごぼう …………………………… 200g
白ごま …………………………大さじ３

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

　　砂糖 ……………… 大さじ１と1/2
　　酢 ………………… 大さじ１と1/2
Ａ　塩 ……………………… 小さじ1/3
　　しょうゆ ………………… 2～3滴
　　みりん …………………… 2～3滴
だし汁 ……………………………… 少々

�作り方
①ごぼうは皮をこそげ落とし、酢水に
つけてアクを抜き、１２㎝ くらいの長
さに切る。

②●１ を酢入りの熱湯でゆで、ゆであが
　ったごぼうはザルにあけ、塩をひと

 田  中 　 結 華   ちゃん（田沢）
た なか ゆい か

（３歳、H１８．１．１８生）

　いつも妹のかやちゃんのお世話やお手

伝いをしてくれてありがとう�おしゃべ

りやお歌が上手になっていつも皆を楽し

ませてくれるね♪４月からは保育園楽し

みだね☆３歳のお誕生日おめでとう�

友友友友友友友友友友友好好好好好好好好好好都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流好都市交流大大大大大大大大大大田田田田田田田田田田区区区区区区区区区区のののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささんんんんんんんんんんををををををををををおおおおおおおおおお迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ええええええええええししししししししししてててててててててて大田区の皆さんをお迎えして
青少年健全育成活動で

情報交換

　１１月２２日、東部人権啓発センターで、大

田区青少年対策地区委員会の皆さんと東御

市青少年育成市民会議の皆さんとの交流会

が開催されました。大田区青少年対策委員

会は大田区内１８の支部に分かれており、当

日は各支部の正副会長さん３６人が来られ、

青少年の健全育成活動について、青少年育

成市民会議の役員と情報交換をし、グルー

プトーキングで親ぼくを深めました。

美しい歌声が会場内に響く
大田区・東御市交流合唱祭

　１１月２４日、文化会館サンテラスホールで、第５回東御市合唱祭

（市文化協会合唱部会主催）が行われました。今回は、大田区か

らも２団体が初めて参加し、１６団体、約３００人が美しい歌声を披露

しました。

　各グループとも日ごろの練習成果が充分発揮され、最後には参

加者全員で「大地讃頌」を合唱しました。観客からは惜しみない

拍手が送られ、豊かな歌声と美しいハーモニーが会場内に響いた

ひと時でした。

▲活発な意見交換が行われました

▲大田区の合唱団

▲全員で「大地讃頌」を合唱
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駅
伝 
走
り
つ
な
い
だ
日
の
事

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
二
年

　
 
田  
丸 　
 
憲 
英
   
　

た 

ま
る 

の
り 
ひ
で

　

俺
は
、
こ
の
日
ま
で
の
事
を
思

い
返
し
て
み
た
。「
う
ん
、
面
倒

く
さ
い
。」
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

事
も
だ
。
秋
の
終
わ
り
、
曇
り
空

に
よ
っ
て
日
の
光
は
出
ず
、
冷
た

い
風
が
吹
き
付
け
て
く
る
。
寒
さ

を
忘
れ
る
た
め
に
、
俺
は
横
を
向

く
。
誰
か
走
っ
て
来
て
い
た
。
自

分
の
ク
ラ
ス
か
と
目
を
凝
ら
し
て

も
う
一
度
…
。
ハ
ァ
先
輩
の
ク
ラ

ス
三
―
二
か
。
そ
し
て
、
そ
の
後

も
三
―
一
が
抜
け
て
行
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
早
い
三
年
は
。」と
思
っ

て
い
た
ら
、
な
ん
と
二
―
一
が
来

て
い
た
。
タ
ス
キ
が
来
る
。
三
―

一
は
遠
い
が
、
追
い
着
け
な
く
も

な
い
距
離
だ
。
け
ど
疲
れ
る
。
で

も
、
こ
こ
で
抜
か
な
く
ち
ゃ
一
位

に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
。
考
え
る

の
も
バ
カ
バ
カ
し
い
な
。
俺
は
言

っ
た
。「
早
く
来
い
。
絶
対
抜
い

て
や
る
。」タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
。

　

体
が
軽
い
。
限
界
の
ス
ピ
ー
ド

で
走
る
。
背
中
が
大
き
く
な
っ
て

く
る
。
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
と
い
う
軽

快
な
リ
ズ
ム
で
力
が
さ
ら
に
わ
い

て
く
る
。
後
少
し
で
追
い
着
け
る
。

行
け
る
。
後
少
し
、
後
少
し
。
抜

い
た
。
じ
ゃ
、
次
の
人
任
せ
た
ぜ
。

俺
は
タ
ス
キ
を
託
し
た
。

　

最
終
結
果
は
二
位
。
悔
い
は
無

い
。
全
員
で
走
っ
て
つ
な
い
だ
の

だ
か
ら
。
面
白
か
っ
た
。

　 
お
米
は
な
ん
で
も
使
え
る

　
　
　
　

和
小
学
校
五
年

　
　
 
堀 　
　
　

萌
   
　

ほ
り 

も
え

　

永
井
農
場
に
行
っ
て
、
も
み
す

り
や
精
米
の
見
学
を
し
、
米
は
い

ろ
い
ろ
な
事
に
使
え
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
も
み
が

ら
や
わ
ら
は
、
た
い
肥
や
牛
な
ど

の
え
さ
に
な
り
ま
す
。
細
か
く
て

商
品
に
な
ら
な
い
米
は
、
お
菓
子

や
ビ
ー
ル
の
原
料
に
な
る
そ
う
で

す
。
稲
の
す
べ
て
が
何
か
の
使
い

道
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
お
米
が
自
給
率
の

一
番
高
い
食
べ
物
で
す
。
私
た
ち

に
と
っ
て
お
米
は
す
ご
く
大
切
な

事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
お
米
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 
お
米
の
販
売

　
　
　
　

和
小
学
校
五
年

　
　
 
田  
中 　
 
里 
穂
   
　

た 

な
か 

り 

ほ

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
お
米
の
販

売
を
し
ま
し
た
。
全
部
売
れ
る
か

心
配
で
し
た
が
、
一
番
最
初
に

買
っ
て
も
ら
っ
た
時
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
一
番
大
変
だ
っ
た

の
は
試
食
係
で
し
た
。「
私
た
ち

が
作
っ
た
和
米
で
す
。
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。」
と
言
い
「
お
い
し

か
っ
た
よ
。」と
言
っ
て
買
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、「
去
年
も

食
べ
た
け
ど
、
お
い
し
か
っ
た

よ
。」と
言
っ
て
買
っ
て
く
れ
た
人

も
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
み

ご
と
全
部
う
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

▲脱穀風景
　たくさん収穫できたよ

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
な
か

で
育
て
ら
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
つ
地
域
の
風
土
や
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
と
の
か
か
わ
り
は
、

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
心
と
体
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

市
内
各
園
に
お
い
て
も
地
域
の
方

々
と
の
交
流
を
た
く
さ
ん
し
て
い

ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
西

部
保
育
園
な
ら
で
は
の
話
題
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
活
動

の
一
つ
に
お
散
歩
が
あ
り
ま
す
。

永
井
牧
場
の
牛
舎
ま
で
出
か
け
、

本
物
の
牛
に
ふ
れ
た
り
、
ち
ょ
っ

と
遠
出
を
し
て
白
鳥
神
社
ま
で
行

き
、
し
な
の
鉄
道
の
電
車
を
見
に

行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
園
の

近
く
に
ミ
ニ
蒸
気
機
関
車
を
走
ら

せ
て
い
る
『
汽
車
の
お
じ
さ
ん
』

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
す
。

　

煙
を
は
い
て
動
い
て
い
る
汽
車

に
子
ど
も
た
ち
は
、
た
だ
た
だ
目

を
う
ば
わ
れ
「
す
ご
い
！
」「
遊
園

地
み
た
い
！
」
と
歓
声
を
上
げ
、

見
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
お
じ
さ
ん

の
ご
厚
意
で
交
代
に
乗
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
日

「
汽
車
を
走
ら
せ
る
か
ら
出
か
け

て
く
だ
さ
い
」
と
う
れ
し
い
連
絡

を
い
た
だ
き
み
ん
な
で
行
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
レ
ー
ル
を
延
ば
す

大
工
事
を
し
た
そ
う
で
、
昨
年
よ

り
広
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
２

〜
3
人
ず
つ
乗
っ
て
ね
」
の
お
じ

さ
ん
の
ご
厚
意
に
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
で
「
き
し
ゃ
き
し
ゃ　

し

ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
！
」
と
言
い
な
が
ら

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
汽
車
の
お
じ

さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で

く
れ
る
の
が
な
に
よ
り
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
が
、
趣
味
で
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
は
い
え
、
こ
ん
な
楽
し
い
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
子
ど
も
た

ち
は
幸
せ
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
温
か
い
関
わ
り

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

体
験
を
し
て
健
や
か
に
成
長
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲汽笛を鳴らして出発進行！

▲あとはおねがいね�

（２００９年１月）



17 （２００９年１月）

とうみ

　エコライフＤＡＹを前に、小学１年生から３年生に

資源の大切さとエコライフＤＡＹの取り組み内容につ

いてお話ししました。

チェックシートの項目別達成率（上位順）

【一般】16項目のうちの主なもの

92.4ご飯やおかずを残さず食べた

86.2冷蔵庫の扉をすぐ閉めた

84.8水を流しっぱなしにしなかった

83.9誰もいない部屋の明かりを消した

【小学生】全６項目

90.5水を流しっぱなしにしなかった

89.9冷蔵庫の扉をすぐ閉めた

85.7ご飯やおかずを残さず食べた

80.4誰もいない部屋の明かりを消した

71.5近くに行くときは、車に乗らなかった

60.5買い物をするとき、余分な袋をもらわなかった

（％）

（％）

▲祢津小の皆さん

▲北御牧小の皆さん

自動車やバイクを使わずに、徒歩・自転車・バス・電車
を利用した率は49.6％でした。現代社会は車社会とも呼
ばれており達成率は低くなりました。

ご飯やおかずは残さず食べるようにしましょう。

●問い合わせ先　東御市環境市民会議　事務局：市民課生活環境係　�64－5896



　

私
は
休
日
に
、
近
く
の
温
泉
に

行
く
こ
と
が
あ
る
。
私
が
脱
衣
所

に
い
る
と
高
齢
の
方
が
風
呂
か
ら

上
が
っ
て
来
た
。
何
げ
な
く
見
る

と
、
脚
が
不
自
由
ら
し
く
よ
ろ
よ

ろ
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
見
て

私
は
、「
ど
う
し
よ
う
か
な
。
ど
う

す
る
こ
と
が
一
番
い
い
の
か
な
」

と
の
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
考

え
て
い
た
ぶ
ん
少
し
遅
れ
た
が
、

私
は
部
屋
の
隅
に
あ
っ
た
椅
子
を

持
っ
て
、
更
衣
の
し
や
す
い
場
所

に
誘
導
し
た
。「
あ
り
が
と
う
。」

そ
の
方
は
、
う
れ
し
そ
う
に
椅
子

に
腰
を
下
ろ
し
着
替
え
始
め
た
。

　

笑
顔
で
感
謝
さ
れ
た
時
に
は
、

良
い
こ
と
を
し
た
と
感
じ
た
。
こ

れ
な
ら
あ
の
時
に
「
ど
う
し
よ
う

か
な
」
な
ど
と
戸
惑
っ
て
い
な
い

で
、
も
っ
と
素
早
く
行
動
を
起
こ

し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
の
思
い

が
残
っ
た
。
こ
の
戸
惑
い
の
背
景

に
あ
っ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

行
動
を
起
こ
す
に
は
「
恥
ず
か
し

さ
や
照
れ
」が
あ
っ
た
り「
よ
け
い

な
お
せ
っ
か
い
に
な
る
の
で
は
」

と
の
思
い
が
あ
り
、
も
う
一
歩
前

に
踏
み
出
す
「
勇
気
」
も
な
か
っ

た
。
そ
し
て
自
分
は
、
良
い
こ
と

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と

い
う
そ
の
行
為
に
「
重
さ
（
気
負

い
）」
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
私
は
温
泉
に
つ
か
り

な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
に
思
い
を
巡

ら
せ
た
。

　

私
は
、
ふ
だ
ん
必
要
と
し
て
い

な
い
の
で
気
に
も
止
め
て
い
な
か

っ
た
が
、
そ
の
温
泉
の
湯
船
の
縁

に
ス
テ
ン
レ
ス
の
手
す
り
が
つ
い

て
い
た
。
こ
れ
も
必
要
と
す
る
人

に
と
っ
て
は
大
事
な
設
備
で
あ
り

大
切
な
配
慮
で
あ
る
。
障
が
い
者

や
高
齢
者
の
方
々
が
健
常
者
や
若

者
と
共
に
生
活
す
る
空
間
と
時
間

は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

最
近
は
建
物
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
り
、
歩
道
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
ハ
ー
ド
面

の
充
実
は
だ
い
ぶ
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
増
し
て
大
切

な
こ
と
は
、
私
た
ち
が
人
間
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
、
あ
た
り
ま
え

に
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。「
点

字
が
理
解
で
き
る
全
盲
の
障
が
い

者
が
、
点
字
が
よ
く
分
か
ら
な
い

弱
視
の
友
人
の
代
わ
り
に
切
符
を

購
入
し
て
や
っ
た
」
と
い
う
実
践

例
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
に
は
、

自
分
と
同
じ
人
間
は
い
な
い
。
一

人
ひ
と
り
が
違
っ
た
個
性
を
持
ち
、

個
人
差
を
持
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

社
会
生
活
の
中
で
相
手
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、

決
し
て
相
手
か
ら
お
願
い
さ
れ
た

り
強
要
を
さ
れ
て
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
何
が
必
要
な
こ
と
な
の
か
、

何
が
今
の
自
分
に
で
き
る
の
か
。

こ
の
こ
と
に
気
づ
く
、
こ
れ
も
人

権
感
覚
の
大
切
な
要
素
だ
ろ
う
。

　

施
設
を
完
備
す
る
に
は
お
金
が

必
要
だ
が
、
人
権
感
覚
と
実
践
力

を
高
め
る
に
は
お
金
は
ま
っ
た
く

必
要
な
い
。「
良
い
行
為
を
す
る

の
だ
」
で
は
な
く
、
ま
ず
は
も
っ

と
肩
の
力
を
抜
い
て
、
さ
り
げ
な

く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
行
動
で
き
る
実
践
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　公共機関の職員と誤解させる勧誘

は、平成21年1月に施行される「長野

県消費生活条例」で不当な取引行為

とされます。

　「水道局の方から来ました」「消防

署の方から来ました」などと言って、

役所の職員であるかのように思わせ、

必要のない商品を売りつける不当行

為にご注意ください。

（事例）

・水道の故障、にごり水防止の点検

作業等

・消火器の点検作業等

・地上デジタルテレビ放送への全面

移行に便乗した詐欺行為

　万が一トラブルに巻き込まれた場

合、困ったことなどがある場合は、

消費生活センターへ早めに相談して

ください。

●問い合わせ先　
　上田消費生活センター　�27－8517
　市民課生活環境係　　　�64－5896

悪質商法から
お財布を守ろう

健全化判断比率

将来負担
比　　率

実質公債
費 比 率

連結実質
赤字比率

実質赤字
比　　率

区　　分

114.815.4－－東　　御　　市

350.025.018.5713.57早期健全化基準

－35.040.020.0財政再生基準

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額・資金不
足額が生じていませんので、該当ありません。暫定値に
おいて、将来負担比率が９７.０％としてありましたが、そ
の後算定方法の見直しにより１１４.８％となりましたが、早
期健全化基準を下回る結果となりました。

資金不足比率

経営健全化基準資金不足比率特別会計等の名称

20.0

－公共下水道事業特別会計

－特定環境保全公共下水道事業特別会計

－農業集落排水事業特別会計

－水道事業会計

－病院事業会計

※いずれの会計も資金不足額が生じていませんので、資
金不足比率は該当ありません。

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805

（単位：％）

（単位：％）

財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化
法法法法法法法法法法
にににににににににに
基基基基基基基基基基
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化
判判判判判判判判判判
断断断断断断断断断断

  
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率
及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびび
資資資資資資資資資資
金金金金金金金金金金
不不不不不不不不不不
足足足足足足足足足足
比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率

  
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率　
　
（
確
定
値
）

　

総
務
省
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
「
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
率
」
の

確
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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身体教育医学研究所身体教育医学研究所

　  
新
た
な
年
を
迎
え
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
は
新
た
な
年
、
２
０
０
９
年
を
迎

え
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
や
希
望
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
身
体
教
育
医
学
研
究
所
は
ま
も

な
く
設
立　

周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

１０

東
御
市
と（
福
）み
ま
き
福
祉
会
が
共
同
で

設
立
す
る
「
一
般
財
団
法
人
」
と
し
て
独

立
法
人
化
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各
地
区

で
の
「
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
」や「
健

康
体
操
教
室
」、
小
学
校
や
保
育
園
で
の

「
運
動
あ
そ
び
」、
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
で

の
健
康
相
談
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
体
操
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
関
わ

り
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
ま

す
ま
す
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
、
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
皆
様
に
よ
り
愛
着
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
研
究
所
の
愛
称
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
市
報
お

知
ら
せ
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
応
募
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
研
究
所
で
は
市
民
の
皆
様
向
け

に
「
健
康
づ
く
り
の
は
じ
め
の
一
歩
」
と

い
う
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
個
々
の
ご
要

望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
関
節
の
痛
み
の
予
防
・
改
善
や
、

足
腰
老
化
へ
の
対
応
、
メ
タ
ボ
対
策
、
体

力
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
な
ど
、

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
運
動
・
食
事
・
生

活
面
で
実
践
で
き
る
具
体
的
な
方
法
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
元
気
な
2
0
0
9
年

を
過
ご
す
た
め
に
、
お
気
軽
に
�　

－

６

６１

１
４
８
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

2
0
0
9
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
あ

る
1
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

健
康
運
動
指
導
士
で
す

　

健
康
運
動
指
導
士
で
す

  　
 
基
礎
代
謝
量
が
や
せ
る
ヒ
ン
ト

 小 
こ

 林 
ばやし

　 誠  司 
せい じ

健康運動指導士

　

基
礎
代
謝
と
は
全
く
体
を
動
か
さ
な
く

て
も
、
呼
吸
し
た
り
、
内
臓
が
働
い
た
り
、

体
温
を
保
つ
な
ど
、
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
常
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
を
言

い
ま
す
。
1
日
の
総
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

は
、
こ
の
基
礎
代
謝
量
に
生
活
活
動
代
謝

量
（
通
勤
や
家
事
等
の
生
活
や
運
動
）
と

食
事
誘
導
性
体
熱
産
生
（
消
化
・
吸
収
な

ど
食
事
に
伴
う
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
足

し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

単
純
に
1
日
の
総
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

よ
り
も
多
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
食
事
）
を

摂
取
す
る
と
太
る
し
、
少
な
い
と
や
せ
る

訳
で
す
。
総
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
内
訳

は
、
基
礎
代
謝
が
約　

％
、
生
活
活
動
代

７０

謝
が
約　

％
、
食
事
誘
導
性
体
熱
産
生
が

２０

約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１０

　

つ
ま
り
効
率
よ
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
に

は
、
基
礎
代
謝
量
を
増
や
す
の
が
一
番
効

果
的
な
方
法
で
す
。

◆
基
礎
代
謝
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
一
番

高
い
の
は
筋
肉
で
、
約　

％
占
め
て
い

４０

ま
す
。
そ
の
た
め
筋
肉
を
増
や
す
事
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
上
が
り
、
太
り
に

く
い
体
を
作
り
ま
す
。

◆
基
礎
代
謝
は
、
年
齢
と
と
も
に
減
少
し

ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
、
や
せ
に
く

い
体
に
な
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
ま

た
、
性
差
も
あ
り
男
性
が
多
く
、
女
性

が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
冬
に
太
る
の
は
・
・
・
動
か
な
い
・
食

べ
る
量
が
増
え
る
以
外
に
も
理
由
が
〜

　

季
節
の
変
化
も
太
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
、
運
動
好

き
で
筋
肉
の
多
い
人
は
、
体
温
が
下
が
ら

な
い
よ
う
に
代
謝
を
活
性
化
さ
せ
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
体

温
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
一
方
、
あ
ま
り

動
く
の
が
好
き
で
は
な
く
筋
肉
が
少
な
い

人
は
、
代
謝
を
活
発
に
し
て
体
温
を
上
げ

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
身
体
に
体
脂
肪

を
蓄
え
て
体
温
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
筋

肉
が
多
い
人
は
太
り
に
く
く
、
筋
肉
が
少

な
い
人
は
太
り
や
す
く
な
る
の
は
、
こ
の

た
め
で
す
。 

〜
太
り
に
く
い
体
の
た
め
に
筋
肉
を
増
や

し
、
基
礎
代
謝
量
の
減
少
を
阻
止
し
よ
う

�
〜

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
筋
肉
量
は
運
動
を

継
続
す
る
こ
と
で
増
え
て
い
き
ま
す
。
筋

肉
量
を
維
持
、
増
加
で
基
礎
代
謝
量
の
減

少
を
阻
止
し
、
太
り
に
く
い
体
を
作
っ
て

く
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
運
動
が
い
か
に
大

事
か
分
か
っ
て
も
ら
え
た
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
何
か
1
つ
続
け
ら
れ

る
運
動
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

とうみ
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▲地区公民館での親子運動あそび教室
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 １月の納税 （納期限２月２日）

�国民健康保険税（普通徴収）（８期）
�介護保険料（普通徴収）（７期）
�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（７期）

〈広告欄〉　

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－２（＋７）９（166）２（28）７（138）件数

＋４（－１２）13（215）２（37）１１（178）傷者

－１（±０）０（２）０（０）０（２）死者

市内交通事故統計　１１月分　　　　　　

１１月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１１月の出動件数＝

火災　１件（６件）　救急98件（957件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年1１月平成20年1１月

18.5℃（５日） 24.1℃（６日） 最高気温

－4.7℃（２４日） －4.1℃（２３日） 最低気温

7.1℃　　　　7.3℃　　　　平均気温

77.7％　　　　75.6％　　　　平均湿度

17.5㎜　　　　31.5㎜　　　　降 水 量

平成21年５月３１日までに住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金のののののののののの「「「「「「「「「「安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心」」」」」」」」」」はははははははははは現現現現現現現現現現役役役役役役役役役役世世世世世世世世世世代代代代代代代代代代ににににににににににもももももももももも年金の「安心」は現役世代にも
　「年金はお年寄りのためのものだから、自分には関

係ない」このように考えている方はいませんか。

　「20歳になったら国民年金に加入するのは国民の義

務です」と言われても、若い方には65歳から受けられ

る『老齢年金』はずっと先の話で実感がわかないかも

しれません。

　しかし、公的年金には現役世代にも「安心」が用意

されているのです。

「万が一」の時を保障
　ある日突然、病気やケガで一定の障害を持つように

なったり、ご家族を残して亡くなってしまうことは、

誰の身にも起こり得ることです。

　そんないつ起こるか分からない「万が一」の時にも、

公的年金は『障害年金』や『遺族年金』という形でみ

なさんや残されたご家族の生活を支えます。

まずは加入と保険料の納付を
　公的年金は加入手続きをしていなかったり、保険料

を納めていなかったりすると、老後や「万が一」の時

に年金を受けられない場合があります。

　安心のために、忘れずに加入手続きと保険料を納付

しましょう。

国民年金保険料が納められない時は
　学生や収入が少ないなど、経済的な理由で国民年金

保険料が納められない場合には、保険料の納付を免除

や猶予する制度があります。詳しくは下記の問い合わ

せ先までご相談ください。

　国民年金の加入は20歳からです。成人の日にはご

家族で「年金」についてもお話してみてください。

　●問い合わせ先
　　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

シートベルトパーフェクト作戦結果について 
　11月2７日にシートベルト着用調査と取締りを同時に行う、
シートベルトパーフェクト作戦を市内にて実施しました。その
結果、着用率は１００％で、取締り件数も０件でした。　今後も自
分の命を守るため、運転する際はシートベルトをしっかり着用
しましょう。
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大
掃
除
の
ご
み
の
出
し
方

　

今
回
は
年
末
の
大
掃
除
で
発
生
し
た
、

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

蛍
光
管
の
出
し
方

　

水
銀
が
入
っ
て
お
り
特
別
な
処
理
が
必

要
な
た
め
、
有
害
ご
み
と
し
て
い
ま
す
。

交
換
す
る
蛍
光
管
が
入
っ
て
い
た
箱
に
入

れ
る
な
ど
割
れ
な
い
よ
う
に
し
、
年
２
回

あ
る
「
有
害
ご
み
」
の
日
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。
回
収
日
は
生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
わ
し
類

　

た
わ
し
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

次
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
ス
ポ
ン
ジ
た
わ
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

　

ブ
ラ
シ

【
東
部
地
区
の
方
】「
容
器
包
装
以
外
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
道
具
系
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
北
御
牧
地
区
の
方
】「
燃
え
る
ご
み
」

の
日
に
可
燃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〈広告欄〉

・
亀
の
子
た
わ
し
、
金
属
た
わ
し

【
東
部
地
区
の
方
】「
そ
の
他
」
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
北
御
牧
地
区
の
方
】「
燃
え
な
い
ご
み
」

の
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

・
毛
糸
な
ど
で
編
ん
だ
も
の
や
へ
ち
ま
な

ど
の
植
物
の
た
わ
し

【
全
地
区
】「
燃
え
る
ご
み
」
の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
柄
が
つ
い
た
た
わ
し

　

柄
の
部
分
と
た
わ
し
の
部
分
が
違
う
材

質
の
場
合
は
、
柄
の
部
分
を
切
断
等
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
日
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。

洗
剤
な
ど
の
容
器

　

キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ
ル
、
容
器
の
材
質
を

確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
日
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。

換
気
扇
フ
ィ
ル
タ
ー

【
東
部
地
区
の
方
】「
そ
の
他
」
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
北
御
牧
地
区
の
方
】「
燃
え
な
い
ご
み
」

の
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

空いた一升瓶、
ビール瓶は販売店へ

　家庭で空いた

一升瓶、ビール

瓶は販売店に戻

すことにより繰

り返し使用され、

資源の節約につ

ながります。

　

税
金
の
種
類
に
よ
っ
て
、
課
税
方
法
や
納
税
義

務
者
は
異
な
り
ま
す
。
今
月
は
税
金
の
種
類
別
に
、

課
税
の
基
準
や
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。

１
、
市
県
民
税

　

毎
年
１
月
１
日
に
住
所
が
あ
っ
た
市
町
村
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
転
出
し
て
も
課
税
は
継

続
し
、
新
た
に
転
入
し
た
市
町
村
で
課
税
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
、
固
定
資
産
税

　

毎
年
１
月
１
日
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
売
却
や
所
有
者
変
更
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

当
初
の
所
有
者
に
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

３
、
国
民
健
康
保
険
税

　

一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
す
が
、
加
入
は
世

帯
単
位
と
な
り
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま

す
。
世
帯
主
本
人
が
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
な
ど
、
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
で
も
納

税
義
務
者
と
な
り
、
滞
納
に
よ
る
処
分
も
世
帯
主

が
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
、
軽
自
動
車
税

　

毎
年
４
月
１
日
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
売
却
や
所
有
者
変
更
な
ど
が
あ
っ
て
も

当
初
の
所
有
者
に
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
納
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
世

帯
主
・
所
有
者
の
変
更
や
口
座
名
義
人
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
と
き
は
、
新
た
に
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
納
税
義
務
者
や
口
座
名
義
人
を
十
分
確

認
い
た
だ
き
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
税
管
理
係　

　

�　

－

１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月
締
切
用

２１…
…
田
中　

卓
也
・
著

�
参
謀
力－

直
江
兼
続
の
知
略－

…
…
童
門　

冬
二
・
著

�
聖
女
の
救
済
…
…
…
東
野　

圭
吾
・
著

�
赤
ち
ゃ
ん
体
操

　
　

－

脳
と
体
の
発
達
を
う
な
が
す－

…
…
池
田　

由
紀
江
・
監

�
粗
茶
を
一
服
…
…
…
山
本　

一
力
・
著

◆
児
童
書

�
前
略
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
ん
な
へ

　

…
…
北
島　

康
介
・
作

�
か
え
っ
て
き
た
は
く
ち
ょ
う

…
…
柿
本　

幸
造
・
絵

�
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン

…
…
ジ
ェ
レ
ミ
ア
・
ト
レ
メ
ン
・
絵

�
仮
面
の
大
富
豪　

上
･
下

…
…
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
プ
ル
マ
ン
・
作

�
き
こ
え
る
？
き
こ
え
る
よ

…
…
た
し
ろ　

ち
さ
と
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

和
こ
ど
も
文
庫
に
よ
る

１
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

１
月　

日 （
土
）

１７

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

大
型
い
ろ
は
カ
ル
タ
と
り
大
会

　

絵
本　

「
み
る
な
の
く
ら
」

　
　
　
　

「
小
羊
の
ぼ
う
け
ん
」

　
　
　
　

「
び
ん
ぼ
う
が
み
と　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
の
か
み
」
他

１
月
９
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

1月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

���

109876��

17161514��11

2423222120�18

31�292827�25

図
書
館
だ
よ
り

１
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク 

　

　

【
冬
】

　

寒
い
寒
い
冬
で
す
。
温
か
い
お
部
屋

で
、
冬
の
お
話
を
ど
う
ぞ
。

�
ふ
ゆ
の
あ
さ
　
　

村
上　

康
成：

作

ひ
か
り
の
く
に

�
ま
あ
ば
あ
さ
ん
の

　
　
　

ゆ
き
の
ひ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

す
と
う　

あ
さ
え：
文

　

織
茂
恭
子：
絵

岩
崎
書
店

�
そ
り
あ
そ
びさ

と
う　

わ
き
こ：

作
・
絵

福
音
館
書
店

�
と
ん
び

重
松　
　

清：

著

　

角
川
書
店

　

昭
和　

年
、
ヤ
ス
に
長
男
が
生
ま
れ
た
。

３７

幼
い
頃
に
親
と
離
別
し
た
ヤ
ス
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
ぬ
く
も
り

だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
幸
福
は
、
突
然
の

悲
劇
に
よ
っ
て
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
う
。

我
が
子
の
幸
せ
を

願
う
父
親
の
姿
を

描
い
た
長
編
小
説
。

�
病
気
の
魔
女
と
薬
の
魔
女

岡
田　

晴
恵：

作

学　
　

研

　

い
ろ
い
ろ
な
国
々
か
ら
集
ま
っ
た
魔
女

た
ち
が
、
い
っ
せ
い
に
伝
染
病
の
お
話
を

始
め
ま
す
。薬
の
魔
女
ロ
ー
ズ
は
、恐
ろ
し

い
病
気
の
魔
女
に
勝
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？

強
毒
性
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

生
き
残
る
た
め
の

知
恵
が
つ
ま
っ
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

市
立
図
書
館
で
は
現
在
、
月
刊
誌
・

週
刊
誌
な
ど　

誌
の
雑
誌
を
定
期
購
入

４４

し
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
図
書
館
利
用
の

皆
さ
ん
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
雑
誌
の
種
類
は
園
芸
・
料
理
・

子
育
て
・
旅
行
・
住
ま
い
な
ど
様
々
な

分
野
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

雑
誌
は
通
常
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま

す
が
、
新
刊
に
限
り
館
内
で
お
読
み
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
雑
誌
購
入
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ど
ん
な
雑
誌

を
図
書
館
に
置
い
て
欲
し
い
か
な
ど
を

図
書
館
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
、

４
月
か
ら
の
雑
誌
購
入
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
立
図
書
館
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
及
び
回
収
箱
を
置
き
、
１

月
末
ま
で
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
巡
回
場
所
及
び

　
　
　

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

御
牧
原
南
部
公
民
館
建
て
替
え
に
よ

り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
御
牧
原
南
部
公

民
館
へ
の
移
動
図
書
館
車
の
巡
回
は
休

止
し
ま
す
。
ま
た
、
菖
蒲
沢
団
地
の
巡

回
時
間
も
、
御
牧
原
南
部
公
民
館
完
成

ま
で
の
間
は
、　

時　

分
〜　

時　

分

１４

４５

１５

２０

ま
で
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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とうみ

●
消
防
出
初
式
が
田
中
商
店
街
及

び
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
る　
　
　
　
　
　

（
１
・　

）
１３

●
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
・　

）
２４

●
湯
の
丸
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ

る　
　
　
　
　
　
　

（
３
・
２
）

●
市
長
選
挙
で
花
岡
利
夫
氏
が
初

当
選
す
る　
　
　
　

（
４
・　

）
１３

●
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
中

央
公
園
第
一
、
第
二
体
育
館
で

行
わ
れ
る　
　
　
　

（
５
・　

）
１０

●
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
「
開
運
な

ん
で
も
鑑
定
団
」
の
「
出
張
！

な
ん
で
も
鑑
定
団　

東
御
」
の

in

収
録
が
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る　
　
　
　

（
５
・　

）
１７

●
２
０
０
７
年
度
東
部
中
学
校
放

送
委
員
会
が
制
作
し
た
番
組
が

世
界
大
会
環
境
部
門
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
す
る　

（
６
・　

）
１９

●
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

　

ー
が
完
成
し
、
し
ゅ
ん
工
式
が

行
わ
れ
る　
　
　
　

（
６
・　

）
２２

●
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
５
地
区

で
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　

（
６
・　

〜
７
・
８
）

２６

●
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
を

北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
㈱
と
締
結
す
る　

（
７
・　

）
２５

●
市
民
ま
つ
り
東
御
ど
す
こ
い
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
が
田
中
商
店
街
で

行
わ
れ
る　
　
　
　

（
８
・
２
）

●
成
人
式
が
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る　
　
　

（
８
・　

）
１５

●
地
震
総
合
防
災
訓
練
が
各
区
で

実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
田
中
小

学
校
校
庭
で
は
大
規
模
訓
練
が

実
施
さ
れ
る　
　
　

（
８
・　

）
３１

●
北
御
牧
地
区
が
都
市
計
画
区
域

に
指
定
さ
れ
る　
　

（
９
・
１
）

●
御
牧
原
診
療
所
が
閉
所
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
・　

）
１６

●
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
が
中
央
公

園
で
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

（
９
・　

〜　

）

２０

２１

●
祢
津
小
学
校
内
に
祢
津
児
童
ク

ラ
ブ
を
開
設
す
る　

（　

・
１
）

１０

●
東
御
の
日
記
念
式
典
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
る　

（　

・
３
）

１０

●
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
芸
術
む
ら
公
園
で
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　

（　

・　

〜　

）

１０

１１

１２

●
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
た
に　

人
の
市
議
が
決
ま
る

１９

　
　
　
　
　
　
　
　

（　

・
９
）

１１

●
ワ
イ
ン
特
区
に
認
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

・　

）

１１

１１

●
鞍
掛
工
業
団
地
の
安
全
祈
願
式

が
行
わ
れ
、
造
成
工
事
が
始
ま

る　
　
　
　
　
　
　

（　

・　

）

１１

１３

●
人
権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
市
民
の

集
い
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

る　
　
　
　
　
　
　

（　

・　

）

１１

２９

●
市
体
育
協
会
創
立
５
周
年
記
念

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
講
演
会

が
行
わ
れ
る　
　
　

（　

・
６
）

１２
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一人ひとりの人権感覚の向上を
人権尊重のまちづくり市民の集い

　１１月２９日、中央公民館で第４回人権尊重のまちづくり市民の

集いが行われ、約200人の市民が参加しました。はじめに、人

権啓発に関する作文、標語、ポスターの表彰が行われました。

続いて西日本を中心に部落問題をはじめ、ハンセン病、障がい

者など、あらゆる差別問題の解消に向けて、歌を通して活動を

行っているグループ「願児我楽夢（がんじがらめ）」のトーク

とコンサートがありました。参加者はメッセージが込められた

歌を真剣に聞き、共感されていました。

２００８年そろばんコンクール
市内の小中学生 ４人が金賞受賞

　１１月２３日、上田商工会議所で２００８年全国そろばんコンクール
（東信地区）が行われ、市内から１８人の小中学生が出場しまし
た。その結果、総合競技（かけ算・わり算・見取暗算・見取
算）で、４人が金賞、４人が銀賞、１０人が銅賞を受賞しました。
　また、種目別競技の読上暗算では、山崎剣太さん（東部中２
年）が２位に入賞しました。この大会は５月に上田市で行われ
る県大会への出場選手選考会も兼ねています。
　総合競技金賞の皆さんは次のとおりです。
　柳橋みなみさん （田中小２年）　小林風香さん（滋野小３年）
　小林優恭さん（滋野小３年）　山崎剣太さん（東部中２年） ▲コンクールに参加した小中学生の皆さん

▲滋野小と北御牧小に贈られたトロンボーンとアコーディオン

▲浦安の舞

東御ライオンズクラブ結成35周年記念
小学校に楽器を寄贈

　東御ライオンズクラブが結成３５周年を記念して、市内小学校

に楽器が寄贈されました。１１月２８日に会長の懸川相益さんほか

役員が市役所を訪れ、滋野小学校（佐藤直人校長）にトロン

ボーン１台、北御牧小学校（松澤功校長）にアコーディオン１

台が寄贈されました。

　東御ライオンズクラブは青少年健全育成活動や市内小学校へ

の備品の寄贈などのほか、地域の清掃活動にも積極的に参加し

ています。懸川会長は「今後も地域に密着した奉仕活動を続け

ていきます」と話していました。

江戸時代の様子を再現
海野宿ふれあい祭

　１１月２３日、海野宿一帯で第１８回海野宿ふれあい祭

（同実行委員会主催）が行われ、多くの観光客でに

ぎわいました。白鳥神社境内では、浦安の舞、栗林

と常田の獅子舞、雷電太鼓の演奏のほか、子ども相

撲が行われました。また、時代仮装行列の一行や人

力車に乗った花嫁さんが宿場内を通ると、写真愛好

家などがその様子をカメラに収めていました。観光

客は名物のほうとうやくるみおはぎを味わい、晩秋

の海野宿を満喫されていました。

▲花岡市長も時代仮装行列に
　参加
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とうみ

（２００９年１月）

で
き
ご
と
短
信

　

・　

▼
湯
の
丸
高
原
冬
山
開
き

１１

２１

　

・
７
▼
ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン

１２

サ
ー
ト

　
　
　
　

（
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
）

　

・　

〜　

▼
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
と

１２

１３

１８埋
蔵
文
化
財
展

　
　
　
　

（
文
化
会
館
展
示
室
）

市スポーツ少年団野球教室
　１２月６日、市スポーツ少年団は中央公園グラウンドで野
球教室を開催しました。この日は５地区のスポーツ少年団

の小学生など
約１９０人が参
加し、社会人
野球チームＮ
ＴＴ信越硬式
野球クラブの
選手から打撃
や守備などの
指導を受けて
いました。

　市体育協会が創立５周年とNPO法人認証を記念して、
１２月６日、ロサンゼルスオリンピックで銅メダルを取った
三屋裕子さんを招き、バレーボール教室と講演会を開催し
ました。中央公園第一体育館で行われたバレーボール教室
には、小学生などスポーツ教室の受講生や市内及び近隣の
中学校の生徒などが参加し、基本動作の指導を受けていま
した。また、講演会は中央公民館講堂で行われ、「人生の
デザイナー」と題し、バレーボールから学んだ前向きな人
生の生き方、考え方をユーモアを交えながら話していまし
た。

ロサンゼルスオリンピック銅メダル
三屋裕子さんのバレーボール教室と講演会

　１２月１３日、中央公民館で生涯学習市民大学講座が開かれ、
諏訪東京理科大学教授の篠原菊紀さんを講師に、「キレな
い子どもの育て方」と題し講演が行われました。篠原さん

は講演中、いくつ
かの“脳トレ”を
織り交ぜながら、
日常生活の中での
脳の活性化や食生
活の大切さなど、
キレない子どもを
育てるヒントを話
していました。

生涯学習市民大学講座

▲小学生に指導する
　三屋さん

　１２月１１日から３１日まで年末の交通安全運動が行われ、初日の１１日
には国道１８号線田中交差点で交通指導所が開設されました。この日
は警察官、交通安全協会役員、交通指導員・補導員など約７０人が参
加し、ドライバーに啓発品を配り、交通事故防止を呼びかけました。
　また、１３日にはスーパーマーケットなど市内３カ所で、「ピカピ
カペッタンコ作戦」が行われました。交通補導員が買い物に訪れた
人の靴のかかとに反射シールをはり、警察官、交通安全協会役員が
夜間外出の際の交通事故防止を呼びかけました。

飲酒運転の根絶、夕暮れ時と
夜間の交通事故防止を

▲「挑戦する勇気を持とう」と話す三屋さん

▲通勤途中のド
　ライバーに交
　通安全を呼び
　かける

▲反射シールで夜間の交通事故防止を

 　　　　　　　　１２月８日の夕方、中学生が被害に遭う重大な交
通事故が発生しました。夕暮れ時・夜間での交通

 事故が多発しています。ドライバーはライトの早め点灯をして、
安全運転をしましょう。また、歩行者は反射材を身に付けるなど、
目立つ格好をしましょう。

緊急告知
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▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
市
報
と
う
み
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
表
紙
写
真

の
撮
影
で
和
保
育
園
に
伺
う
と
、

「
広
報
さ
ん
も
」
と
言
わ
れ
、
私
も

も
ち
つ
き
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
う
す
と
き
ね
で
の
も

ち
つ
き
、
や
っ
た
こ
と
あ
っ
た
か
な

･
･
･
▼
昼
食
に
は
早
速
お
も
ち
が

出
て
、
園
児
た
ち
は
「
お
い
し
い
！
」

と
言
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
私
も

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
真
空
パ
ッ
ク

の
お
も
ち
と
は
一
味
違
う
お
い
し
さ

で
し
た
。
和
保
育
園
の
皆
さ
ん
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編

集

後

記

世帯数

11,481世帯（＋１）

総人口

32,021人（＋７）

男 15,703人 （－５）

女 16,318人 （＋１２）

（１２月１日現在）

人の動き

転入  74人（－43）

転出  63人（－36）

出生  24人（－１）

死亡  28人（－９）

 ※カッコは１１月対比

持
ち
祈
念
と
定
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
習
合
神
道
の
法

式
（
や
り
方
）
に
よ
っ
て
勤
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
梓
神
子
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
青
襖
紙
（
あ

す
は
紙
）
な
ど
を 
雛 
型
に
切
っ
て
篭
に
は
っ
て
の
お 
祓 
い
。

ひ
な 

は
ら

②
絵
馬
札
を
配
る
。
③ 
数  
珠 
占
い
な
ら
び
に
梓
職
�

�

を
勤
め
る

じ
ゅ 

ず

こ
と
な
ど
を
定
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
他
の
宗
派
と
の

法
式
上
の
混
雑
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
と
く
に
梓
神

子
の
③
が
、
既
述
し
た
巫
女
の
口
寄
せ

�

�

�

活
動
を
さ
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
祢
津
の
の
の
う

�

�

�

は
諸
国
を
宰
領

と
と
も
に
巡
業
し
て
口
寄
せ

�

�

�

（
死
口
・
生
口
・
神
口
（
荒
神

と
も
い
う
））を
そ
の
生
業
と
し
て
い
た
と
い
う
だ
け
の
と
ら

え
方
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
地
域
の
人
た
ち
の
精
神

生
活
の
多
面
に
わ
た
っ
て
関
わ
り
を
持
ち
、
影
響
を
与
え
て

い
た
こ
と
も
知
れ
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
）

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

  
規
制
の
中
の
の
の
う

�

�

�

た
ち

　

祢
津
の
巫
女
た
ち
や
そ
れ
を
引
率
し
て
諸
国
を
巡
業
す
る

宰
領
た
ち
は
、
習
合
神
道
の
総
元
締
め
の
支
配
頭
、
田
村
八

太
夫
の
管
轄
下
で
の
活
動
が
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
宰

領
た
ち
は
神
事
舞
太
夫

�

�

�

�

�

、
巫
女
た
ち
は
梓
神
子

�

�

�

と
呼
称
さ
れ

て
い
た
。

　

そ
し
て
、
田
村
八
太
夫
は
関
八
州
（
武
州
・
相
州
・
上

総
・
下
総
・
上
州
・
房
州
・
上
野
・
下
野
）
と
会
津
、
そ
れ

に
信
州
・
甲
州
を
そ
の
支
配
下
に
お
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

支
配
頭
の
八
太
夫
は
、
幕
府
の
寺
社
奉
行
の
管
理
下
に
置
か

れ
た
。
つ
ま
り
、
祢
津
の
巫
女
た
ち
（
宰
領
も
含
め
）
の
活

動
は
幕
府
の
公
認
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
習
合
神
道
家
の
神
事
舞
太
夫
や
梓
神
子
た

ち
の
活
動
に
は
厳
し
い
き
ま
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
江
戸

後
期
の
安
政
３
年
（
１
８
５
６
年
）
の
古
文
書
に
よ
っ
て
み

て
み
よ
う
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
神
事
舞
太
夫
の
家
職
と
し
て
、
①
大
黒

の
像
を
配
布
。
②
五
色
の 
幣  
帛 
（
ぬ
さ
の
こ
と
）
を
持
っ
て

へ
い 
は
く

 
竃 
か
ま
ど

之
土
公
の
お 
祓 
い
。　

③
祭
礼
の
宮
々
で
舞
音
曲
の
勤
め
。

は
ら

④
月
待
、
日
待
祈
念
の
と
き 
幣  
帛 
を
切
り
、 

数  
珠 
・

へ
い 
は
く 

じ
ゅ 

ず

 
錫 
し
ゃ
く 
杖 
を

じ
ょ
う

▲家職の内容を定めた文書（写し）

▲みんなでついたおもち、おいしいよ。




